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と、Fe4Nの Fe 原子を Co 原子で置き換えた Co4Nでは、第一原理計算の結果からフェルミ準位に
おける PDが0.88 と報告されており、Fe4Nの理論予想値の0.67 を上回る。また、ペロブスカイ
ト格子の角位置(Iサイト)に Fe原子、面心位置(IIサイト)に Co 原子が入った Co3FeNのフェルミ準
位における PDについても、Fe4N の理論予想を上回る0.75との理論計算結果が報告されている。







MBE法により、SrTiO3(STO)(001)基板上に基板温度 450 ºCで固体 Fe, Coおよび高周波プラズマ
窒素(N2流量 1sccm)を同時供給し、Co/Fe 比が異なる CoxFe4xN(25 nm)薄膜のエピタキシャル成長
を試みた。Fe4N、Co4Nと STO(001)基板の格子不整合率は、それぞれ2.8%、4.3%である。試料
の結晶性を反射高速電子線回折(RHEED)、X線回折(XRD)測定により評価した。Co/Fe 比はラザフ
ォード後方散乱法とエネルギー分散型 X 線分光法により測定した。その結果、Co組成比 xを変え












続いて、 MBE法により STO(001)、MgO(001)基板上に基板温度 450 ºCで固体Mn, Coおよび高







2.2×106 erg/cc であった。 
 
 
審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
Fe4N, Co4N, Mn4Nおよびそれらの混晶は、スピントロニクス材料として期待されている。本論文では固体
Fe, Co, Mnおよび高周波プラズマ窒素を同時供給するMBE法により、Co4N、(Co,Fe)4N, (Co,Mn)4N
膜のエピタキシャル成長に初めて成功し、これらの磁気特性を調べた。その結果、スピン分解光電子分
光測定により Fe4N はフェルミ準位で負の負ピン分極率をもつことを明らかにした。さらに、(Co,Fe)4N にお








 平成２6 年２月 20 日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
